
民
冒
頭
  

E

が
密
閉
し
た
臨
時
要 
で
の
園
面
会
開
姐
の
要
求
椙
を
事
実
輔
が
解
敵
表
明
後
に
複
数
の
テ
ま
し
た
。
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の
共
一

従

量 

語
教
大
・
語
援
は
「
代
有
と
共
同
活
動
を
行
う
「
市
毘

と
と
と
も
に
あ
ゆ
事
窪
研
究
者

;
t
z
z
z
g
z
g

mt

2
L

法

研

究

者

有

志

が

声

明

岡

さ

え

し

な

い

と

い

は
、
車
宮
華
麗
と
は
真
逆
の
邸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
(
仮
称
・
憲

一

憲
法
研
怠
が
釘
目
、
た
臨
時
国
会
召
襲
を
安
倍
政
態
把
」
と
弗
雷
。
石
川
裕
一
郎
法
朱
ッ
ト
1
0
3
)
の
立
ち
上
一

一
会
内
で
会
畏
レ
、
安
倍
首
相
が
3
カ
月
間
銀
置
し
た
と
と
を
盟
学
院
大
壁
最
授
は
、
安
倍
首
げ
を
弔
を
し
て
い
る
と
聾
口
し
一

園
回
散
は
憲
法
の
趣
旨
に
反
す
上
奪
う
」
「
少
数
意
見
も
反
映
さ
レ
ピ
番
組
で
簡
っ
た
こ
と
に
対
会
見
に
出
席
し
た
朝
、
石

る
と
覇
す
る
声
明
を
発
費
し
せ
て
国
政
喜
お
る
と
い
ヨ
唱
し
て
「
薬
屋
の
代
表
明
橘
川
、
糟
水
警
日
本
書
大
教

ま
し
た
白
羽
田
の
安
重
責
を
金
制
民
主
主
鶴
の
趣
旨
に
皮
す
成
さ
れ
た
国
会
で
餅
閉
す
べ
き
慢
の
各
氏
の
ほ
か
に
5
人
の
憲

受
甘
て
、
朗
人
(
釘
日
現
在
)
る
」
と
批
判
。
森
友
・
加
断
焼
だ
」
戸
括
判
し
ま
し
た
。
法
研
究
者
が
呼
び
か
け
人
を
つ

の
一
を
得
て
惑
の
解
閉
を
圏
全
の
場
で
さ
せ
庄
は
、
安
倍
改
憲
に
反
対
と
め
て
い
ま
す
。

J
求
め
及
か
ら
逃
げ
切
り
、
園
民
に
対

M
固
ま
た
、
解
散
挫
の
総
酒
挙
に

な
い
こ
と
を
「
首
相
が
擬
態
迫

す
る
自
ち
の
約
束
を
公
然
と
破

か
内

志
会
る
愚
挙
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す 
o

依
つ
い
て
、
改
績
が
一
つ
の
争
点

雪
に
な
る
中
で
、
自
援
を
憲
法

腕
艇
に
題
す
る
審
理
恵
を
百

恕
本
国
憲
法
の
早
聖
書
に
対
す

圏
構
苧
穴
き
な
宵
肱
」
と
主
型
。
そ

酷
鳳
の
う
え
で
、
総
濁
挙
を
「
市
民

臨
休
の
揖
力
に
よ
っ
て
憲
法
敵
泊
を

問
自
立
て
直
す
大
き
な
可
能
性
を
も

艶
引
っ
」
と
士
費
し
ま
す
。

一
郎
・
一
学
院
大
と
糟
水
雅

「
立
憲
主
義
危
機
二
彦
・
日
本
一
惇
育
握
。
幻
自

憲
法
学
者
ら
声
明
一
現
在
で
卯
人
の
飯
法
著
者

J

臨
時
国
会
冒
頭
解
散
に
一
一
明
に
賛
同
し
て
い
る
と
い
う
。

一
声
明
は
、
衆
診
い
ず
れ
か
の

§

安

倍

晋

三
首
相
が
沼
田
の
臨
一
輪
員
の 
4
分
の 
l
以
上
の
要
求 

時
里
高
冒
頭
に
衆
院
解
散
に
踏

一
が
あ
れ
ば
、
内
閣
は
臨
時
国
会

ト
み
切
る
と
と
に
つ
い
て
、
稲
正
の
召
集
に
応
じ
な
け
れ
ば
い
げ

μ

樹
・
国
儀
基
督
教
大
元
教
授
ら
-
な
い
と
の
規
定
を
安
倍
肉
闘
が

1

憲
法
学
者
は
幻
自
、
「
憲
法
の
一
無
視
し
て
い
る
と
指
摘
。
「
歩

品
川
規
定
す
る
雲
製
主
主
犠
の
一
義
の
意
見
も
反
映
さ
せ
て
国

桁
書
に
そ
ぐ
わ
ず
、
立
憲
主
義
一
政
を
進
め
る
と
い
う
重
富

仰
を
危
機
に
さ
ら
す
」
と
す
る
緊
一
主
主
義
の
趣
旨
に
反
す
る
」
と

込
む
と
述
べ
た
こ
と
に
は
、
「
ど

の
よ
う
な
目
的
で
行
わ
れ
、
そ
一

の
結
果
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
実
一

現
す
る
の
か
。
ま
っ
た
く
議
論
一

さ
れ
て
い
な
い
」
と
批
判
し
た
。
一

J
J

同
急
声
明
を
発
表
し
た
。

一
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
倍
首
相

墓
原
・
永
田
町
で
記
者
会
見
一
が
自
民
党
の
選
挙
公
約
に
憲
法

一
し
た
の
は
、
ほ
か
に
石
川
裕
二 

9
条
へ
の
自
衛
隊
明
記
を
盛
り

一


